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スケール 

←SSW NNE→ 

低角度断層②下面の条線 （黄色矢印方向） 

断層面の走向傾斜：N42W34E 

条線のレイク角：13R （本面は下盤側から見ている） 

低角度②－２（低角度断層②）の分析結果 

○横坑西壁面では，低角度断層②は幅 1cm 程

度の細片状部と薄い粘土を挟み，上下面は

鏡肌を伴う平滑な面からなる。 

○ブロック試料のＣＴ画像では，断層面の上

面境界は不明瞭，下面境界は比較的明瞭で

ある。 

○低角度断層②粘土部の下面付近には，不明

瞭な条線が分布する。条線の方向は，面の

走向傾斜N42W34Eに対してレイク角13Rで

ある。 

○条線は NW-SE 方向を示し，後谷背斜の背斜

軸に高角度で交差する関係にある。 

分析目的及び内容（低角度②－２） 

○目的：低角度断層②の条線等の把握 

○内容：横坑壁面詳細観察，定方位試料採取，ＣＴ画像分析，条線観察，研磨片・薄片観察 

本試料のレイク角の 

表示方法 

低角度②－２ ＣＴスキャン画像（スケッチ面の画像） 

断層面の走向 N42W 

低角度②－２の断層面の走向・傾斜と条線方向 

（シュミットネット 下半球投影） 

：後谷背斜軸の方向

低角度②－２試料採取面写真 

低角度②－２試料採取面スケッチ 

NNE→ ←SSW 

NNE→ ←SSW 

西
山
層 

西
山
層 

低角度断層② 

T.N
.

Ｖ２立坑位置図 

Ｖ２断層 Ｖ２断層 

低角度②－２試料採取位置 

低角度②－２

5cm

5mm

10cm 

低角度断層の性状分析（４） 
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低角度②－２（低角度断層②研磨片）の分析結果 

○断層面に直交かつ，条線に平行な研磨片を作製した。 

○研磨片では，低角度断層②付近に複合面構造が確認されないため，変位センスは不明である。 

西山層 

低角度断層② 

西山層 

薄片作成位置 

低角度断層の性状分析（５） 

SSE→ ←NNW 

研磨片試料観察結果

条線測定面 

研磨片 

観察面 

低角度断層② 

走向 N42W 

条線 

傾斜 34E 

13R 

←NNW

SSE→
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：後谷背斜軸の方向 

←：断層上盤側の変位方向 

低角度②－２（低角度断層②薄片）の分析結果 

○断層面に直交，かつ条線に平行な薄片を作製した。 

○低角度断層②粘土部に認められるSSE下がりのせん断面及びNNW下

がりの粘土鉱物の配列は，それぞれ R1 面及び P 面と判断され，断

層面との配置から上盤側が SSE 方向へ向かう変位が推定される。 低角度②－２の断層面の走向・傾斜と変位センス 

（シュミットネット 下半球投影） 

T.N
.

Ｖ２立坑付近の西山層上限面の最大傾斜方向 

Ｖ２立坑位置図 

薄片試料観察結果（拡大）薄片試料観察結果

西
山
層 

西
山
層 

Y 

Y 

Y 

Y 

低角度断層の性状分析（６） 

下 下 下

SSE→←NNW

後
谷
背
斜

低
角
度
断
層
② 

低
角
度
断
層
② 

Y 

Y 

←NNW SSE→
←NNW SSE→
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Ｆ３立坑 
 

 

 

 



        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ３立坑付近の西山層上限面の最大傾斜方向 

分析目的及び内容（Ｆ３－①－４） 

○目的：Ｆ３断層①の条線等の詳細分析 

○分析内容：横坑壁面詳細観察，定方位試料採取，ＣＴ画像分析，条線観察，研磨片・薄片観察 

Ｆ３－①－４ ＣＴスキャン画像（スケッチ面の画像） 

ＥＳＥ→←ＷＮＷ

Ｆ3断層①（Ｆ３－①－４）の分析結果 

○横坑壁面では，Ｆ３断層①は幅 0.5mm

の粘土と幅 1～3cm の細片状部を伴

う平滑な面が分布する。 

○ブロック試料のＣＴ画像では，Ｆ３

断層①は粘土部及び細片状部の密度

がやや高い薄層として認められる。 

○条線は不明瞭であるものの，NNW-SSE

方向を示し，後谷背斜の背斜軸に高

角度で交差する関係にある。 

本資料のレイク角の表示方法 

Ｆ３断層の走向・傾斜と 

Ｆ３－①－４のＦ３断層①の条線方向 

（シュミットネット 下半球投影） 

：後谷背斜軸の方向

西
山
層 

西
山
層 

Ｆ３立坑位置図 

T
.N
.

5cm

Ｆ３－①－４試料採取面スケッチ

ＥＳＥ→←ＷＮＷ 

横坑部形状図 

Ｆ３断層① 

Ｆ３断層の運動像の分析（６） 

Ｆ３断層①の条線（黄色矢印方向） 

断層面の走向・傾斜：N24W2W 

条線のレイク角：5L（上盤側から下盤側を見る） 

2mm

Ｆ３断層の走向 
N14W 

Ｆ３－①－４ 

Ｆ３－①－４試料採取位置 

※Ｆ３立坑付近のＦ３断層 

の全体的な走向傾斜は N14W9W である。

後谷背斜

※Ｆ３立坑付近のＦ３断層 

の全体的な走向傾斜は N14W9W である。 

Ｆ３－①－４試料採取面写真 

20cm 

ＥＳＥ→ ←ＷＮＷ 

スケッチ範囲 

試料採取範囲 
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Ｆ３－①－４分析結果 

（Ｆ3断層①の研磨片観察結果） 

○断層面に直交，かつ条線に平行な研磨片を作

製した。 

○研磨片では，Ｆ3断層①付近に複合面構造が確

認されないため，変位センスは不明である。 

西
山
層 

西
山
層 

Ｆ３断層① 

研磨片試料観察結果

NNW→薄片作成位置 

観察面 

研磨片 

Ｆ３断層の運動像の分析（７） 

←SSE 

Ｆ３①断層 

走向 N24W 傾斜 12W 

条線観察面 

Y 
←SSE

NNW→
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：後谷背斜軸の方向 

←：Ｆ３断層①上盤側の変位センス 

Ｆ３－①－４分析結果（Ｆ3断層①の研磨片観察結果） 

○断層面に直交，かつ条線に平行な薄片を作製した。 

○Ｆ３断層①粘土部に認められる NNW 下がりの粘土鉱物の配列及びこの構造を切る SSE 下がりのせん

断面は，それぞれ P面，R1 面と判断され，断層面との配置から上盤側が SSE 方向へ向かう変位が推

定される。 

Ｆ３立坑位置図 

Ｆ３断層① 

薄片試料観察結果（拡大） 

薄片試料観察結果 

Ｆ３立坑付近の西山層上限面の最大傾斜方向 

Ｆ３断層の走向・傾斜とＦ３－①－４の 

Ｆ３断層①の変位センス 

（シュミットネット 下半球投影） 

Ｆ３断層の運動像の分析（８） 

NNW→ ←SSE 
NNW→←SSE NNW→←SSE

T
.N
.

Ｆ３断層① 

西
山
層 

西
山
層 

Y 

Y 

Y 

Y 

※Ｆ３立坑付近のＦ３断層の 

全体的な走向傾斜は N14W9W である。

後谷背斜
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目的及び内容（Ｆ３－②－２） 

○目的：Ｆ３断層②の条線等の詳細分析 

○分析内容：横坑壁面詳細観察，定方位試料採取，ＣＴ画像分析，条線観察 

Ｆ3断層②（Ｆ３－②－２）の分析結果 

○横坑壁面では，Ｆ３断層②は幅 0～3cm の粘土

を伴う平滑な面からなる。 

○ブロック試料のＣＴ画像では，Ｆ３断層②の粘

土部は密度が高く，断層面は平滑である。 

○断層面には，鏡肌が認められるが，条線は確

認されない。 

Ｆ３立坑位置図 

 

Ｆ３立坑付近の西山層上限面の最大傾斜方向 

Ｆ３－②－２

Ｆ３－②－２試料採取位置図 

本資料のレイク角の表示

横坑部形状図 

Ｆ３－②－２試料採取面スケッチ 

ＥＳＥ→ ←ＷＮＷ

F3 断層② 

Ｆ３－②－２ ＣＴスキャン画像（スケッチ面の画像） 

ＥＳＥ→←ＷＮＷ

5cm 

西
山
層 

西
山
層 

Ｆ３断層② 

Ｆ３断層の運動像の分析（９） 

Ｆ３断層②下面接写写真  

断層面の走向・傾斜：N59W18SW  

断層面は平滑で鏡肌が認められるが，条線は確認され
ない。 

断層面の走向 N59W 

1cm 

後谷背斜

Ｆ３－②－２試料採取面写真 

ＥＳＥ→ ←ＷＮＷ 

10cm 

試料採取範囲 

スケッチ範囲 
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Ｆ５立坑 
 



低角度１

F5-1 

：研磨片，薄片作成試料

Ｆ５横坑部地質展開図 

Ｆ５横坑部形状図 

Ｆ５立坑断面図 

Ｆ５立坑の分析内容 

・Ｆ５断層と低角度断層の運動像の分析（F5-1，F5-2，低角度１）  

・Ｆ５断層先端部の性状の分析（詳細観察） 

荒浜側（F5 立坑）調査位置図 

Ｆ５断層と低角度断層の運動像の分析（１２） 

試料採取位置 

Ｆ５断層先端部 

10m 

Ｆ５断層 
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Ｆ５－２Ａ（Ｆ５断層研磨片）の分析結果 

○断層面に直交，かつ条線に平行な研磨片を作製した。 

○Ｆ５断層上部の粘土部に認められる SSE 下がりの灰色シルト薄層の

配列及びこの構造を切る NNW 下がりのせん断面は，それぞれ P 面と

R1 面と判断され，断層面との配置から上盤側が NNW 方向へ向かう逆

断層変位が推定される。 

研磨片観察結果（拡大） 

研磨片観察結果 

観察面 

F5-2A 研磨片 

Ｆ５断層 

薄片作成位置 

NNW→←SSE 
NNW→←SSE

Ｆ５断層と低角度断層の運動像の分析（１３） 

走向 N81W 

傾斜 23S 
条線観察面 

 ←NNW 

 SSE→ 
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Ｆ５－２Ａ（Ｆ５断層薄片）の分析結果 

○断層面に直交，かつ条線に平行な研磨片を作製した。 

○Ｆ５断層上部の粘土に認められる NNW 下がりの粘土鉱物の配列及びこの構造を切る SSE 下がりのせん断面は，それぞれ

P面及び R1 面と判断されるが，断層面との対応がつかないため変位センスを推定できない。また，粘土最下部に認め

られる SSE 下がりの粘土鉱物の配列は P 面と判断され，断層面との配置から，上盤側が NNW 方向へ向かう逆断層変位

が推定される。 

薄片観察結果（拡大） 

薄片観察結果 

Ｆ５断層 

Ｆ５断層 

Ｆ５断層と低角度断層の運動像の分析（１４） 

西山層 

西山層 

NNW→
←
SSE

下

下 下

NNW→
←
SSE

NNW→
←
SSE
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Ｆ５－２Ｂ（Ｆ５断層の研磨片）の分析結果 

○断層面に直交，かつ条線に平行な薄片を作製した。 

○Ｆ５断層粘土上部に認められるNE下がりの細片の長軸方向の配列は P面と判

断され，断層面との配置から上盤側が SW 方向へ向かう正断層変位が推定され

る。一方，粘土の中部付近には，不明瞭ながら SW 下がりの砂粒の配列が認め

られ，断層下盤の泥岩には NE 下がりのせん断面が認められる。これらはそれ

ぞれ P 面，R1 面と判断され，断層面との配置から，上盤側が NE 方向へ向か

う逆断層変位が推定される。 
研磨片観察結果 

観察面 

F5-2B
研磨片 

Ｆ５断層 

薄片作成位置 

（その１） 

薄片作成位置 

（その２） 

NE→←SW 

Ｆ５断層と低角度断層の運動像の分析（１５） 

傾斜 23S 

走向 N81W 

西山層 

条線観察面 

 ←
SW
 

NE
→
 

Ｆ５断層 
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Ｆ５－２Ｂ（Ｆ５断層薄片）の分析結果その１ 

○断層面に直交，かつ条線に平行な薄片を作製した。 

○Ｆ５断層粘土部には，薄片の中央のＹ面付近に認められる NE 下がりの粘土鉱物の配列は P面と判断され，断層面との

配置から，上盤側が SW 方向へ向かう正断層変位が推定される。一方，薄片の上部と中部に認められる SW 下がりの粘

土鉱物の配列は P 面と判断され，断層面との配置から上盤側が NE 方向へ向かう逆断層変位が推定される。 

薄片観察結果（拡大） 

Ｆ５断層 

Ｆ５断層 

薄片観察結果（その１） 

Ｆ５断層と低角度断層の運動像の分析（１６） 

Y 

Y 

下

←SW
NE→

下 下

←SW
NE→ ←SW

NE→
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Ｆ５－２Ｂ（Ｆ５断層薄片）の分析結果その２ 

○断層面に直交，かつ条線に平行な薄片を作製した。 

○Ｆ５断層粘土部に認められる SSW 下がりの平行な粘土鉱物の配列は P 面と判断され，断層面との配置

から，上盤側が NNE 方向へ向かう逆断層変位が推定される。 

薄片観察結果（拡大） 

Ｆ５断層 

Ｆ５断層 

Ｆ５断層と低角度断層の運動像の分析（１７） 

西山層 

西山層 

Y 

Y 

←SSW
NNE→

下

下 下

←SSW
NNE→

←SSW
NNE→

薄片観察結果（その２） 
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ＥＷ

条
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向
→

57L

条
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向
→
80R

43°

研
磨
片

F5
-1
B

研
磨
片
F5-1A

断層面の走向 断層面の走向

断
層

面
の

傾
斜

→
21S

断
層

面
の

傾
斜

→
21S

Y 面

NE

SW
SN

Y 面に対して NE ～ N 方向に傾く P 面について

F5-1B 切断面 （レイク角 57L） における Y面に対して NE傾斜の P面の角度 ： 17 ～ 25°

F5-1B 切断面 （レイク角 57L） と F5-1A 切断面 （レイク角 80R） の Y面上の交角 ： 43°

F5-1A 切断面 （レイク角 80R） における Y面に対して N傾斜の P面の計算上の見かけの傾斜 ： 13 ～ 19°

F5-１A 切断面 （レイク角 80R） において認められる N傾斜の P面の Y面に対する角度 ： 0 ～ 6°

F5-1A 切断面と F5-1B 切断面に認められる N傾斜の P面は， 計算上の見かけ傾斜と実測された傾斜がやや異なっているが， いずれも N方向に

傾斜していること， P 面は Y面に近づくにつれて Y面との交角が小さくなる場合があることから， 同じ面構造を見ていると考えられる。

研磨片　Ｆ５－１Ｂ （条線のレイク角 57L に平行な面 )
研磨片　Ｆ５－１Ａ（条線のレイク角 80R に平行な面）

Ｆ５断層と低角度断層の運動像の分析 （１８）

　F5-1 研磨片 （F5-1A， F5-1B) における P 面の関係

Y面の方向

17～25°

Y面

0～6°

Y面の方向

Y面の方向

13～20°

Y面

Y 面に対して N 傾斜の
P 面の角度

Y 面に対して S 傾斜の
P 面の角度

Y 面に対して NE 傾斜の
P 面の角度
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α・β断層 
 



Ⅱ－４ α・β断層まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボーリングコア写真 

ボアホール 

展開画像 

ボアホール 

孔壁画像 

α１詳細観察結果 

○ボーリングコアでは，幅 5mm の固結した粘土からなり，断層の下面が平滑である。 

○ＣＴ画像では，西山層よりやや明るい色調を呈し，密度がやや高い。断層下面は開口し，境界が明瞭である。 

○α断層粘土部の下面には，不明瞭な条線が分布する。条線の方向は，断層面の走向・傾斜 N2W89E に対してレイク角 87L

である。 

○目的：Ａ－１孔におけるα断層（α１）の条線等の詳細分析 

○分析内容：ボーリングコア詳細観察，定方位試料採取，ＣＴ画像分析，条線観察，研磨片・薄片観察 

ＣＴ画像 

2号炉南側壁のα・β断層
0

50

-50

-100

50

0

-50

-100

-150 -150

0 50m

A-1

A-2
A-3

A-4(北から投影10m）
0

50

100

140

50

100

120

0

50

100

150

200

220

50

100

150

200

210

β立坑（北から投影9.9m）

1

←Ｗ Ｅ→
　　　　　　　　　断層の見かけ傾斜の凡例

赤色：α・β断層のうち　粘土幅が3.0mm以上の断層
青色：α・β断層のうち　粘土幅が1.5mm以上3.0mm未満の断層

※傾斜角度は，断面方向の見かけの傾斜を示す。

西山層

古安田層

盛土・埋め戻し土

※A-4孔は，本断面から10m離れているため，
　A-4孔および断層を投影している。

α・β断層
※各孔で認定したα・β断層のうち，
粘土幅が最も大きい断層を結んだ線

凡　　例

α・β断層（2号炉南側壁における
　　　　　   断層を投影）

β1

α1

β2

α2
β3

α3

β4

A A’

１・２号炉間地質断面図（A-A’断面）

T.M.S.L．
（ｍ）

α断層分布範囲
β断層分布範囲

A-2孔

A-3孔

A-4孔

A-1孔

T.M.S.L 5.0m

※A-4孔は本断面から10m離れているため，
A-4孔を投影し，断層を走向方向に延長している。

１・２号炉間地質断面図（A-A’断面） 

α１ 

西山層α断層 西山層

断層面の走向 N2W 

α断層（α１）の条線（黄色矢印方向）  

断層面の走向・傾斜：N2W89E  

条線のレイク角：87L（本面は下盤側から見ている）

←孔口 孔底→

5cm

（掘削深度） 

5mm 

α１分析結果（１） 

αα α

α１ 

α１の走向・傾斜と条線方向 

（シュミットネット 下半球投影） 

α 
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α１（Ａ－１孔研磨片）の分析結果 

○断層面に直交，かつ条線に平行な研磨片を作製し

た。 

○研磨片では，α断層沿いに複合面構造が確認され

ないため，変位センスは不明である。 

α断層 

西
山
層 

西
山
層 

研磨片試料観察結果 

α１分析結果（２） 

走向 N2W 
傾斜 89E 

条線 

観察面 

87L 

上 

条線観察面

Ｗ→←Ｅ

上

←
Ｅ Ｗ
→

研磨片 
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α１（Ａ－１孔薄片）の分析結果 

○断層面に直交，かつ条線に平行な薄片を作製した。 

○α断層粘土部に認められる右下がりの系統的な粘土鉱物の配列は P

面と判断され，断層面との配置から，東落ちの変位が推定される。 

α１ 

α１の走向・傾斜と変位センス 

（シュミットネット 下半球投影） 

α１ 

←：α１上盤側の変位センス 

薄片試料観察結果（拡大） 薄片試料観察結果 

α断層 

１・２号炉間地質断面図（A-A’断面） 

薄片試料採取位置 

α断層 

α１分析結果（３） 

2号炉南側壁のα・β断層
0

50

-50

-100

50

0

-50

-100

-150 -150

0 50m

A-1

A-2
A-3

A-4(北から投影10m）
0

50

100

140

50

100

120

0

50

100

150

200

220

50

100

150

200

210

β立坑（北から投影9.9m）

1

←Ｗ Ｅ→
　　　　　　　　　断層の見かけ傾斜の凡例

赤色：α・β断層のうち　粘土幅が3.0mm以上の断層
青色：α・β断層のうち　粘土幅が1.5mm以上3.0mm未満の断層

※傾斜角度は，断面方向の見かけの傾斜を示す。

西山層

古安田層

盛土・埋め戻し土

※A-4孔は，本断面から10m離れているため，
　A-4孔および断層を投影している。

α・β断層
※各孔で認定したα・β断層のうち，
粘土幅が最も大きい断層を結んだ線

凡　　例

α・β断層（2号炉南側壁における
　　　　　   断層を投影）

β1

α1

β2

α2
β3

α3

β4

A A’

１・２号炉間地質断面図（A-A’断面）

T.M.S.L．
（ｍ）

α断層分布範囲
β断層分布範囲

A-2孔

A-3孔

A-4孔

A-1孔

T.M.S.L 5.0m

※A-4孔は本断面から10m離れているため，
A-4孔を投影し，断層を走向方向に延長している。

西山層 

西山層 

西山層 

西山層 

Y 

Y 

上

←
Ｅ

Ｗ
→

上

←
Ｅ

Ｗ
→

上

←
Ｅ

Ｗ
→

上

←
Ｅ

Ｗ
→

17



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○目的：Ａ－３孔におけるα断層（α３）の条線等の詳細分析 

○分析内容：ボーリングコア詳細観察，定方位試料採取，ＣＴ画像分析，条線観察，研磨片・薄片観察 

α３詳細観察結果 

○ボーリングコアでは，幅 7mm の固結した粘土からなり，断層面はやや湾曲する。 

○コア試料のＣＴ画像では，西山層より明るい色調を呈し，密度が高い。断層面は上下面ともに湾曲する。 

○α断層粘土部の上下面には，不明瞭な条線が分布する。条線の方向は，断層面の走向・傾斜 N9W85W に対してレイク角 80L で

ある。 

2号炉南側壁のα・β断層
0

50

-50

-100

50

0

-50

-100

-150 -150

0 50m

A-1

A-2
A-3

A-4(北から投影10m）
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100
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50

100
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0

50

100
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200

220

50

100

150

200

210

β立坑（北から投影9.9m）

1

←Ｗ Ｅ→
　　　　　　　　　断層の見かけ傾斜の凡例

赤色：α・β断層のうち　粘土幅が3.0mm以上の断層
青色：α・β断層のうち　粘土幅が1.5mm以上3.0mm未満の断層

※傾斜角度は，断面方向の見かけの傾斜を示す。

西山層

古安田層

盛土・埋め戻し土

※A-4孔は，本断面から10m離れているため，
　A-4孔および断層を投影している。

α・β断層
※各孔で認定したα・β断層のうち，
粘土幅が最も大きい断層を結んだ線

凡　　例

α・β断層（2号炉南側壁における
　　　　　   断層を投影）

β1

α1

β2

α2
β3

α3

β4

A A’

１・２号炉間地質断面図（A-A’断面）

T.M.S.L．
（ｍ）

α断層分布範囲
β断層分布範囲

A-2孔

A-3孔

A-4孔

A-1孔

T.M.S.L 5.0m

※A-4孔は本断面から10m離れているため，
A-4孔を投影し，断層を走向方向に延長している。

１・２号炉間地質断面図（A-A’断面） 

α３ 

ボーリング 

コア写真 

ボアホール 

展開画像 

ボアホール 

孔壁画像 

ＣＴ画像 

α断層（α３）の条線（黄色矢印方向）

断層面の走向・傾斜：N9W85W  

条線のレイク角：80L 

断層面の走向 N9W 

西山層α断層 西山層
←孔口 孔底→

α３ 

α２の走向・傾斜と条線方向 

（シュミットネット 下半球投影） 

（掘削深度）

5cm 

5mm

α３分析結果（１） 

α
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α３（Ａ－３孔の研磨片）の分析結果 

○断層面に直交，かつ条線に平行な研磨片を作製した。 

○研磨片では，α断層沿いに複合面構造が確認されないため，変

位センスは不明である。 

西
山
層 

研磨片観察結果

α
断
層 

α３分析結果（２） 

走向 N9W 
傾斜 85W 

条線 

観察面 

80L 

上 

条線観察面

Ｗ→←Ｅ

※下盤から上盤側を見る 

上
←
Ｅ

Ｗ
→

研磨片 
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上 

薄片観察面

α３（Ａ－３孔の薄片）の分析結果 

○断層面に直交，かつ条線に平行な薄片を作製した。 

○α断層粘土部に認められる右下がりの系統的な石英粒子の配

列は P 面と判断され，断層面との配置から東落ちの変位が推

定される。 
α３の走向・傾斜と変位センス 

（シュミットネット 下半球投影） 

←：α３上盤側の変位センス 

α３ 

2号炉南側壁のα・β断層
0
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0 50m

A-1

A-2
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A-4(北から投影10m）
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220

50

100

150

200

210

β立坑（北から投影9.9m）

1

←Ｗ Ｅ→
　　　　　　　　　断層の見かけ傾斜の凡例

赤色：α・β断層のうち　粘土幅が3.0mm以上の断層
青色：α・β断層のうち　粘土幅が1.5mm以上3.0mm未満の断層

※傾斜角度は，断面方向の見かけの傾斜を示す。

西山層

古安田層

盛土・埋め戻し土

※A-4孔は，本断面から10m離れているため，
　A-4孔および断層を投影している。

α・β断層
※各孔で認定したα・β断層のうち，
粘土幅が最も大きい断層を結んだ線

凡　　例

α・β断層（2号炉南側壁における
　　　　　   断層を投影）

β1

α1

β2

α2
β3

α3

β4

A A’

１・２号炉間地質断面図（A-A’断面）

T.M.S.L．
（ｍ）

α断層分布範囲
β断層分布範囲

A-2孔

A-3孔

A-4孔

A-1孔

T.M.S.L 5.0m

※A-4孔は本断面から10m離れているため，
A-4孔を投影し，断層を走向方向に延長している。

１・２号炉間地質断面図（A-A’断面） 

α３ 

薄片試料採取位置 

薄片試料観察結果（拡大） 

α断層 

α断層 

α３分析結果（３） 

薄片試料観察結果

西山層 

西山層 

西山層 

西山層 

Y 

Y 

上
←
Ｅ Ｗ

→
上

←
Ｅ

Ｗ
→

上←
Ｅ

Ｗ
→

上←
Ｅ

Ｗ
→
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　　　　　　　　     α断層
   （1号炉基礎掘削南側壁面）

　　　　　　　     α断層
  （1号炉基礎掘削南側壁面）

0

50

-50

-100

50

0

-50

-100

-150 -150
0 50m

B-1 B-2
0

50

100

0

50

100

110

西山層

古安田層盛土・埋め戻し土

α断層
※1号炉南側壁の
　α断層の上下端を結んだ傾斜で表示

α断層（1号炉南側壁における
　　　  断層を投影）

凡　　例

α4

←Ｗ Ｅ→
　　　　　　　　断層の見かけ傾斜の凡例

赤色：α・β断層のうち　粘土幅が3.0mm以上の断層
青色：α・β断層のうち　粘土幅が1.5mm以上3.0mm未満の断層

※傾斜角度は，断面方向の見かけの傾斜を示す。

B B’

１号炉南方地質断面図（B-B’断面）

T.M.S.L．

（ｍ）

B-1孔
B-2孔

○目的：Ｂ－１孔におけるα断層（α４）の条線等の詳細分析 

○分析内容：ボーリングコア詳細観察，定方位試料採取，ＣＴ画像分析，条線観察，研磨片・薄片観察 

α４詳細観察結果 

○ボーリングコアでは，幅 8mm の固結した粘土からなり，断層面は湾曲する。 

○コア試料のＣＴ画像では，西山層よりやや明るい色調を呈し，密度がやや高い。断層面は上下面ともに湾曲する。 

○α断層粘土部の上下面には，やや不明瞭な条線が分布する。条線の方向は，断層面の走向・傾斜 N12W88W に対してレイク角 83L である。 

○条線は，ほぼ断層面の最大傾斜方向を示すことから，鉛直成分が卓越する断層と判断される。 

断層面の走向 N12W 

α４ 

１号炉南方地質断面図（B-B’断面） 

ボーリングコア写真 

ボアホール 

展開画像 

ボアホール 

孔壁画像 

ＣＴ画像 

α断層（α４）の条線（黄色矢印方向）  

断層面の走向・傾斜：N12W88W  条線のレイク角：83L 

α断層 西山層
←孔口 孔底→

α４ 

α４の走向・傾斜と条線方向 

（シュミットネット 下半球投影） 

5cm

（掘削深度）

5mm

α４分析結果（１） 

西山層 

α
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α４（Ｂ－１孔研磨片）の分析結果 

○断層面に直交，かつ条線に平行な研磨片を作製した。 

○研磨片では，α断層沿いに複合面構造が確認されないため，変

位センスは不明である。 

α
断
層 

西
山
層 

西
山
層 

研磨片観察結果 

α４分析結果（２） 

走向 N12W 

傾斜 88W 

条線 

観察面 

83L 

上 

条線確認面 

Ｗ→←Ｅ

※下盤から上盤側を見る 

上
←
Ｅ Ｗ

→

研磨片 
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　　　　　　　　     α断層
   （1号炉基礎掘削南側壁面）

　　　　　　　     α断層
  （1号炉基礎掘削南側壁面）

0

50

-50

-100
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-50

-100

-150 -150
0 50m

B-1 B-2
0

50

100

0

50

100

110

西山層

古安田層盛土・埋め戻し土

α断層
※1号炉南側壁の
　α断層の上下端を結んだ傾斜で表示

α断層（1号炉南側壁における
　　　  断層を投影）

凡　　例

α4

←Ｗ Ｅ→
　　　　　　　　断層の見かけ傾斜の凡例

赤色：α・β断層のうち　粘土幅が3.0mm以上の断層
青色：α・β断層のうち　粘土幅が1.5mm以上3.0mm未満の断層

※傾斜角度は，断面方向の見かけの傾斜を示す。

B B’

１号炉南方地質断面図（B-B’断面）

T.M.S.L．

（ｍ）

B-1孔
B-2孔

α４ 

１号炉南方地質断面図（B-B’断面） 

α４の走向・傾斜と変位センス 

（シュミットネット 下半球投影） 

←：α４上盤側の変位センス 

α４ 

薄片試料採取位置 

薄片試料観察結果（拡大） 

薄片試料観察結果

α断層 

α断層 

α４分析結果（３） 

西山層 

西山層 

西山層 

西山層 

Y 

Y 

上
←
Ｅ Ｗ

→

上
←
Ｅ

Ｗ
→

上←
Ｅ

Ｗ
→

上←
Ｅ

Ｗ
→

α４（Ｂ－１孔薄片）の分析結果 

○断層面に直交，かつ条線に平行な薄片を作製した。 

○α断層粘土部に認められる不明瞭な右下がりの粘土鉱物と石英の長軸の配列は P面と判断され，断

層面との配置から東落ちの変位が推定される。 
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○目的：Ａ－１孔におけるβ断層（β１）の条線等の詳細分析 

○分析内容：ボーリングコア詳細観察，定方位試料採取，ＣＴ画像分析，条線観察，研磨片・薄片観察 

β１詳細観察結果 

○ボーリングコアでは，幅 1mm～10mm 程度の小断層が密集し，全体として幅 70mm の断層帯をなす。断層部は，固結した粘土からなる。 

○コア試料のＣＴ画像では，西山層より明るい色調を呈し，密度が高い。断層面は密着している。 

○β断層の粘土上部及び下部には，不明瞭な条線が分布する。条線の方向は，面の走向・傾斜 N23E70E に対してレイク角 74L である。 

○条線は，断層面の走向に対して高角度を示すことから，鉛直成分が卓越する断層と判断される。 

断層面の走向 N23E 

β断層（β１）の条線（黄色矢印方向）

断層面の走向・傾斜：N23E70E  

条線のレイク角：74L 

2号炉南側壁のα・β断層
0

50

-50

-100

50

0

-50

-100

-150 -150

0 50m

A-1

A-2
A-3

A-4(北から投影10m）
0

50

100

140

50

100

120

0

50

100

150

200

220

50

100

150

200

210

β立坑（北から投影9.9m）

1

←Ｗ Ｅ→
　　　　　　　　　断層の見かけ傾斜の凡例

赤色：α・β断層のうち　粘土幅が3.0mm以上の断層
青色：α・β断層のうち　粘土幅が1.5mm以上3.0mm未満の断層

※傾斜角度は，断面方向の見かけの傾斜を示す。

西山層

古安田層

盛土・埋め戻し土

※A-4孔は，本断面から10m離れているため，
　A-4孔および断層を投影している。

α・β断層
※各孔で認定したα・β断層のうち，
粘土幅が最も大きい断層を結んだ線

凡　　例

α・β断層（2号炉南側壁における
　　　　　   断層を投影）

β1

α1

β2

α2
β3

α3

β4

A A’

１・２号炉間地質断面図（A-A’断面）

T.M.S.L．
（ｍ）

α断層分布範囲
β断層分布範囲

A-2孔

A-3孔

A-4孔

A-1孔

T.M.S.L 5.0m

※A-4孔は本断面から10m離れているため，
A-4孔を投影し，断層を走向方向に延長している。

１・２号炉間地質断面図（A-A’断面） 

β１ 

ボーリングコア写真 

ボアホール 

展開画像 

ボアホール 

孔壁画像 

β１ 

β１の走向・傾斜と条線方向 

（シュミットネット 下半球投影） 

ＣＴ画像 

β断層 西山層

←孔口 孔底→

西山層

5cm

（掘削深度）

5mm

β１分析結果（１） 

β β 
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西
山
層 

β
断
層 

研磨片観察結果 

β１分析結果（２） 

走向 N23E 
傾斜 70E 

条線 

観察面 

74L 

西
山
層 

上 

条線観察面

Ｗ→←Ｅ

β１分析結果（Ａ－１孔の研磨片観察結果） 

○断層面に直交，かつ条線に沿って研磨片を作製した。 

○β断層粘土部の中上部付近に認められる左下がりの 3 本のせん断面は

R1 面と判断され，断層面との配置から東落ちの変位が推定される。 

上

←
Ｅ Ｗ
→

研磨片観察結果（拡大） 

上←
Ｅ

Ｗ
→

研磨片 
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β１の走向・傾斜と変位センス 

（シュミットネット 下半球投影） 

←β１上盤側の変位センス 

β１ 

β１分析結果（Ａ－１孔の薄片観察結果その１） 

○断層面に直交，かつ条線に沿って薄片を作製した。 

○β断層粘土部に認められる右下がりの粘土鉱物の配列及びこの構

造を切る左下がりのせん断面は，それぞれ P面，R1 面と判断され，

断層面との配置から東落ちの変位が推定される。

2号炉南側壁のα・β断層
0

50

-50

-100
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0

-50

-100

-150 -150

0 50m

A-1

A-2
A-3

A-4(北から投影10m）
0

50

100

140

50

100

120

0

50

100

150

200

220

50

100

150

200

210

β立坑（北から投影9.9m）

1

←Ｗ Ｅ→
　　　　　　　　　断層の見かけ傾斜の凡例

赤色：α・β断層のうち　粘土幅が3.0mm以上の断層
青色：α・β断層のうち　粘土幅が1.5mm以上3.0mm未満の断層

※傾斜角度は，断面方向の見かけの傾斜を示す。

西山層

古安田層

盛土・埋め戻し土

※A-4孔は，本断面から10m離れているため，
　A-4孔および断層を投影している。

α・β断層
※各孔で認定したα・β断層のうち，
粘土幅が最も大きい断層を結んだ線

凡　　例

α・β断層（2号炉南側壁における
　　　　　   断層を投影）

β1

α1

β2

α2
β3

α3

β4

A A’

１・２号炉間地質断面図（A-A’断面）

T.M.S.L．
（ｍ）

α断層分布範囲
β断層分布範囲

A-2孔

A-3孔

A-4孔

A-1孔

T.M.S.L 5.0m

※A-4孔は本断面から10m離れているため，
A-4孔を投影し，断層を走向方向に延長している。

１・２号炉間地質断面図（A-A’断面） 

β１ 

西山層

β断層

西山層

β断層

薄片試料採取位置 

薄片試料観察結果（拡大） 薄片試料観察結果（その１）

β１分析結果（３） 

Y 

Y 

Y 

Y 

上

←
Ｅ Ｗ
→

上

←
Ｅ

Ｗ
→

上

←
Ｅ

Ｗ
→

上

←
Ｅ

Ｗ
→
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β１分析結果（Ａ－１孔の薄片観察結果その２） 

○断層面に直交，かつ条線に平行な薄片を作製した。 

○β断層粘土部に認められる右下がりの石英粒子の長軸及び粘土鉱物の

配列及びこの構造を切る左下がりのせん断面は，それぞれ P 面，R1 面

と判断され，断層面との配置から東落ちの変位が推定される。 

β１の走向・傾斜と変位センス 

（シュミットネット 下半球投影） 

←：β１上盤側の変位センス 

β１ 

β断層

β断層

薄片試料採取位置 

2号炉南側壁のα・β断層
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β立坑（北から投影9.9m）

1

←Ｗ Ｅ→
　　　　　　　　　断層の見かけ傾斜の凡例

赤色：α・β断層のうち　粘土幅が3.0mm以上の断層
青色：α・β断層のうち　粘土幅が1.5mm以上3.0mm未満の断層

※傾斜角度は，断面方向の見かけの傾斜を示す。

西山層

古安田層

盛土・埋め戻し土

※A-4孔は，本断面から10m離れているため，
　A-4孔および断層を投影している。

α・β断層
※各孔で認定したα・β断層のうち，
粘土幅が最も大きい断層を結んだ線

凡　　例

α・β断層（2号炉南側壁における
　　　　　   断層を投影）

β1

α1

β2

α2
β3

α3

β4

A A’

１・２号炉間地質断面図（A-A’断面）

T.M.S.L．
（ｍ）

α断層分布範囲
β断層分布範囲

A-2孔

A-3孔

A-4孔

A-1孔

T.M.S.L 5.0m

※A-4孔は本断面から10m離れているため，
A-4孔を投影し，断層を走向方向に延長している。

１・２号炉間地質断面図（A-A’断面） 

β１ 薄片試料観察結果（拡大） 薄片試料観察結果（その２）

β１分析結果（４） 

上

←
Ｅ Ｗ
→

上

←
Ｅ

Ｗ
→

上

←
Ｅ

Ｗ
→

上

←
Ｅ

Ｗ
→
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○目的：Ａ－３孔におけるβ断層（β３）の条線等の詳細分析 

○分析内容：ボーリングコア詳細観察，定方位試料採取，ＣＴ画像分析，条線観察，研磨片・薄片観察 

β３詳細観察結果 

○ボーリングコアでは，幅 15mm の未固結の粘土からなる。断層面

は上下面ともに平滑である。 

○ＣＴ画像では，西山層より明るい色調を呈し，密度が高い。断

層面は上下面ともに平滑である。 

○β断層粘土部の下面には，不明瞭な条線が分布する。条線の方

向は，断層面の走向・傾斜 N6E80E に対してレイク角 87R である。 

○条線は，ほぼ断層面の最大傾斜方向を示すことから，鉛直成分

が卓越する断層と判断される。 

断層面の走向 N6E 

ＣＴ画像 

ボーリングコア写真 

ボアホール 

展開画像 

ボアホール 

孔壁画像 

β断層（β３）の条線（黄色矢印方向）

断層面の走向・傾斜：N6E80E  

条線のレイク角：87R 

2号炉南側壁のα・β断層
0
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0 50m

A-1
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A-4(北から投影10m）
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β立坑（北から投影9.9m）

1

←Ｗ Ｅ→
　　　　　　　　　断層の見かけ傾斜の凡例

赤色：α・β断層のうち　粘土幅が3.0mm以上の断層
青色：α・β断層のうち　粘土幅が1.5mm以上3.0mm未満の断層

※傾斜角度は，断面方向の見かけの傾斜を示す。

西山層

古安田層

盛土・埋め戻し土

※A-4孔は，本断面から10m離れているため，
　A-4孔および断層を投影している。

α・β断層
※各孔で認定したα・β断層のうち，
粘土幅が最も大きい断層を結んだ線

凡　　例

α・β断層（2号炉南側壁における
　　　　　   断層を投影）

β1

α1

β2

α2
β3

α3

β4

A A’

１・２号炉間地質断面図（A-A’断面）

T.M.S.L．
（ｍ）

α断層分布範囲
β断層分布範囲

A-2孔

A-3孔

A-4孔

A-1孔

T.M.S.L 5.0m

※A-4孔は本断面から10m離れているため，
A-4孔を投影し，断層を走向方向に延長している。

１・２号炉間地質断面図（A-A’断面） 

β３ 

β３ 

β３の走向・傾斜と条線方向 

（シュミットネット 下半球投影） 

β断層 西山層

←孔口 孔底→

西山層

10cm 

（掘削深度）

5mm

β３分析結果（１） 

β 

β β 
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β３分析結果（Ａ－３孔の研磨片観察結果） 

○断層面に直交，かつ条線に平行な研磨片を作製した。 

○研磨片では，β断層沿いに複合面構造が確認されないため，変位

センスは不明である。 

西山層 

β断層 

西山層 

研磨片観察結果 

β３分析結果（２） 

走向 N6E 
傾斜 80E 

条線 

観察面 

87L 

上 

条線観察面 

Ｗ→←Ｅ

上
←
Ｅ Ｗ

→

研磨片 
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薄片観察面 

上 

β３分析結果（Ａ－３孔の薄片観察結果） 

○断層面に直交，かつ条線に平行な薄片を作製した。 

○β断層粘土部に認められる右下がりの粘土鉱物の配列及びこの構造を切る

左下がりのせん断面は，それぞれ P面，R1 面と判断され，断層面との配置

から東落ちの変位が推定される。 
β３の走向・傾斜と変位センス 

（シュミットネット 下半球投影） 

←：β３上盤側の変位センス 

β３ 

西山層 

西山層 

β断層 

西山層 

西山層 

β断層 

薄片試料観察結果（拡大） 薄片試料観察結果 

薄片試料採取位置 

β３分析結果（３） 

2号炉南側壁のα・β断層
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0 50m

A-1
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A-4(北から投影10m）
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β立坑（北から投影9.9m）

1

←Ｗ Ｅ→
　　　　　　　　　断層の見かけ傾斜の凡例

赤色：α・β断層のうち　粘土幅が3.0mm以上の断層
青色：α・β断層のうち　粘土幅が1.5mm以上3.0mm未満の断層

※傾斜角度は，断面方向の見かけの傾斜を示す。

西山層

古安田層

盛土・埋め戻し土

※A-4孔は，本断面から10m離れているため，
　A-4孔および断層を投影している。

α・β断層
※各孔で認定したα・β断層のうち，
粘土幅が最も大きい断層を結んだ線

凡　　例

α・β断層（2号炉南側壁における
　　　　　   断層を投影）

β1

α1

β2

α2
β3

α3

β4

A A’

１・２号炉間地質断面図（A-A’断面）

T.M.S.L．
（ｍ）

α断層分布範囲
β断層分布範囲

A-2孔

A-3孔

A-4孔

A-1孔

T.M.S.L 5.0m

※A-4孔は本断面から10m離れているため，
A-4孔を投影し，断層を走向方向に延長している。

１・２号炉間地質断面図（A-A’断面） 

β３ 

上

Y 

Y 

上
←
Ｅ

Ｗ
→

上

←
Ｅ

Ｗ
→

上
←
Ｅ

Ｗ
→

上
←
Ｅ

Ｗ
→
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○目的：Ａ－４孔におけるβ断層（β４）の条線等の詳細分析 

○分析内容：ボーリングコア詳細観察，定方位試料採取，ＣＴ画像分析，条線観察，研磨片・薄片観察 

β４詳細観察結果 

○ボーリングコアでは，幅 3.5mm の固結した粘土からなる。断層面は下面が平滑である。 

○ＣＴ画像では，西山層より明るい色調を呈し，密度が高い。断層面は上下面ともに平滑である。 

○β断層粘土部の下面には，不明瞭な条線が認められる。条線の方向は，断層面の走向・傾斜 N14W84E に対してレイク角

83L である。 

断層面の走向 N14W 

ＣＴ画像 

ボーリングコア写真 

ボアホール 

展開画像 

ボアホール 

孔壁画像 

β断層（β４）の条線（黄色矢印方向）

断層面の走向・傾斜：N14W84E  

条線のレイク角：83L 

2号炉南側壁のα・β断層
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β立坑（北から投影9.9m）

1

←Ｗ Ｅ→
　　　　　　　　　断層の見かけ傾斜の凡例

赤色：α・β断層のうち　粘土幅が3.0mm以上の断層
青色：α・β断層のうち　粘土幅が1.5mm以上3.0mm未満の断層

※傾斜角度は，断面方向の見かけの傾斜を示す。

西山層

古安田層

盛土・埋め戻し土

※A-4孔は，本断面から10m離れているため，
　A-4孔および断層を投影している。

α・β断層
※各孔で認定したα・β断層のうち，
粘土幅が最も大きい断層を結んだ線

凡　　例

α・β断層（2号炉南側壁における
　　　　　   断層を投影）

β1

α1

β2

α2
β3

α3

β4

A A’

１・２号炉間地質断面図（A-A’断面）

T.M.S.L．
（ｍ）

α断層分布範囲
β断層分布範囲

A-2孔

A-3孔

A-4孔

A-1孔

T.M.S.L 5.0m

※A-4孔は本断面から10m離れているため，
A-4孔を投影し，断層を走向方向に延長している。

１・２号炉間地質断面図（A-A’断面） 

β４ 

β４ 

β４の走向・傾斜と条線方向 

（シュミットネット 下半球投影） 

β断層 西山層

←孔口 孔底→

西山層 

5cm 

（掘削深度）

5mm 

β４分析結果（１） 

β 
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β４分析結果（Ａ－４孔の研磨片観察結果） 

○断層面に直交，かつ条線に平行な研磨片を作製

した。 

○研磨片では，β断層沿いに複合面構造が確認さ

れないため，変位センスは不明である。 

西
山
層 

西
山
層 

β
断
層 

研磨片観察結果 

β４分析結果（２） 

走向 N14W 
傾斜 84E 

条線 

観察面 

83L 

上 

条線観察面 
Ｗ→←Ｅ

上
←
Ｅ Ｗ

→

研磨片 

32



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

薄片試料採取位置 

β断層 

β断層 

β４分析結果（Ａ－４孔の薄片観察結果） 

○断層面に直交，かつ条線に平行な薄片を作製した。 

○β断層粘土部に認められる不明瞭な右下がりの粘土鉱物の配列は P 面と判断され，断層面との配置から

東落ちの変位が推定される。 

β４の走向・傾斜と変位センス 

（シュミットネット 下半球投影） 

←：β４上盤側の変位センス 

β４ 

西山層 

西山層 

西山層 

薄片試料観察結果（拡大）薄片試料観察結果 

2号炉南側壁のα・β断層
0

50

-50

-100

50

0

-50

-100

-150 -150

0 50m

A-1

A-2
A-3

A-4(北から投影10m）
0

50

100

140

50

100

120

0

50

100

150

200

220

50

100

150

200

210

β立坑（北から投影9.9m）

1

←Ｗ Ｅ→
　　　　　　　　　断層の見かけ傾斜の凡例

赤色：α・β断層のうち　粘土幅が3.0mm以上の断層
青色：α・β断層のうち　粘土幅が1.5mm以上3.0mm未満の断層

※傾斜角度は，断面方向の見かけの傾斜を示す。

西山層

古安田層

盛土・埋め戻し土

※A-4孔は，本断面から10m離れているため，
　A-4孔および断層を投影している。

α・β断層
※各孔で認定したα・β断層のうち，
粘土幅が最も大きい断層を結んだ線

凡　　例

α・β断層（2号炉南側壁における
　　　　　   断層を投影）

β1

α1

β2

α2
β3

α3

β4

A A’

１・２号炉間地質断面図（A-A’断面）

T.M.S.L．
（ｍ）

α断層分布範囲
β断層分布範囲

A-2孔

A-3孔

A-4孔

A-1孔

T.M.S.L 5.0m

※A-4孔は本断面から10m離れているため，
A-4孔を投影し，断層を走向方向に延長している。

１・２号炉間地質断面図（A-A’断面） 

β４ 

西山層 

β４分析結果（３） 

Y 

Y 

上←
Ｅ Ｗ

→

上

←
Ｅ

Ｗ
→

上

←
Ｅ

Ｗ
→

上

←
Ｅ

Ｗ
→
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